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図 3‥Toomのセルオートマ トンがエラー修正を行 う様子QX印がエラーの起こったセル｡(1)で
は点線で囲まれたセルが次のステップでエラー修正される｡以下 (2)-(4)まで左下方向に向かって
順次エラーが修正され､最後のステップでは完全にエラーが消滅する｡



























したように､状態 1は確率 亡で遷移する可能性があるが､状態 Oは普通の状態遷移規則にしたがっ
て遷移するときだけ状態 1になる｡
もっとも強磁性 Isingモデルには､｢単謂性の存在｣という特殊な事情がありますO単肝性(強磁
性)とは､どこかのセルを (-1)から (+1)に変えたとすると､将来に (+1)を多く見られる可能
性が増える､という性質です｡ そうした特殊事情を抜きにしても､1次元のセルオートマ トンによ











































































んひとつのセルの WorkSpaceの中に,全ての必要な program が内蔵されているわけではなく､
コロニー全体にまたがって分散されています.
いま Mo,M lをセルオートマ トンとして､Mlは Moによってシミュレートされているとしま
す｡活動時間のはじめに Mlの ProgramBitは､Mlの AddressとそのAddressに対応する下位
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